
舞 踊 関 係 文 献 目録 一昭和55年一

*こ の 目録 は, 昭和55年 度 に発 行 され た舞踊 関係 の

 日本 語文 献(単 行 本, 雑 誌 ・紀要論 文)を 収 録 し

 た もの であ る。

*便 宜 上, 次 の分類 に従 った。

 総 記 ・芸 術(一)・ 芸術(二)・ 民俗 ・教育

 この うち, 芸 術 は舞 台舞 踊, 民俗 はそ れ以 外の舞

 踊 とし, 芸術(一)は 日本 の舞 踊, (二)は 外 国の舞

 踊 とした。

*各 項 に おい ては, 単行 本, 雑誌 の特 集, 雑誌 ・紀

 要 論 文 の順 に配列 した。

*雑 誌 ・紀要 の 号数 は洋 数字, 巻 号 は0-0と し, 

 月刊 誌 は0月 と した。

*本 目録 を, 研 究交 流 ・情報 交換 の場 として充実 さ

 せ るため, 大 方の御 教 示 をお願 いす る。

〈 総 記 〉

舞踊年 鑑 〔IV〕一1980- 全 日本 舞 踊連合 編 全 日本

 舞踊連合

 日本 舞踊 ・バ レエ ・現 代舞 踊 ・児童 舞 踊の 昭和

 54年 の記録。 内容 は, 舞 踊界 の概 況, 主 な舞 台

 写真, 舞 踊公 演記 録, 舞 踊家名 鑑, 舞踊 界 の内

 外。

舞 踊 入 門 J.マ ー チ ン 小 倉重 夫訳 大修館書店

 1939年 にニ ュー ヨー クで刊 行 され た"Intro.

 duction to the Dance"の 抄 訳。 「舞 踊へ の アブ

 ロー チ」 を序章 とし, 第一 部 「理 論 にお け る舞

 踊」 として 「動 きの本 質」「形式 と構 成」「様式 の

 基礎 」, 第二部 「実践 にお け る舞踊」 として 「な

 ぜ 踊 り, いか に踊 るか」「娯 楽舞 踊」「観 せ るため

 の舞 踊一バ レエ」「表現 舞踊 」「中間領域 」「教 育 に

 おけ る舞 踊」 の構 成。

民 族舞 踊 にか け る橋 榊 原 帰逸 榊原学園

 著 書 の主宰 す る舞 踊 団の五 十年 に わた る歩み の

 記 録。200葉 のカ ラー写 真が 巻頭 に載 る。

意 味 空間 にお け る舞 踊 の イメー ジ 頭 川昭子 ・松 浦

 義行 ・川 口千 代 体育学研究24

舞 踊 の新 しい可 能性 と問題 佐伯 聡夫 女子体育1

 月

舞 踊表 現 にお け る音 と動 きに関 す る研 究1 鷲尾露

 子 上智大学体育13

舞 踊 の領域 に 関す る研 究 〈その2〉 佐藤 章子 目

 白学園女子短期大学研究紀要17

舞 踊 の鑑 賞構造 に 関す る研究 〔V〕一舞 踊要 素評 定 に

 よる琉球 舞 踊の 認知体 系 金 城光子 琉球大学教

 育学部紀要24(2)

舞 踊作 品研 究一 事例 研究 一 松 本千代 栄 ・本 間清 美

 舞踊学3

舞踊作 品 の構造 に 関す る研 究～ 「雫の跡 」 の分析 を

 中心 に一 柴 真理 子 同上

舞踊 の なかの時 間一 様式 的 身体 運動 の 時間構 造一

 上林 澄雄 同上

舞 踊動 作 の表現 リズム に関す る研 究 〔II〕一琉球 舞 踊

 ・日本舞 踊 ・イ ン ド舞 踊の 筋放電 及 び呼 吸パ ター

 ンにつ いて- 金城 光子 ・花城洋 子 琉球大学教

 育学部紀要24(2)

運動 表現 の 民族 的特性 に 関す る研究III一イ ン ド古典

 舞踊 の様 式 と技術 一 松 本千 代栄 ・山 田敦 子 ・本

 田郁子 ・三好 智子 舞踊学3

中国の 舞踊 一歌 舞芸能(秩 歌)を 中心 として- 小

 野満 み ど り 舞踊学3

巫俗 信仰 の なか の舞 踊 と音 楽一 民族 舞踊 ・サ ンプ リ

 舞の研 究一 金 淑子 韓国文化6・7月

江 陵端午 祭 の軍雄 ク ッ 板 谷徹 演劇博物館43

動 きの世 界 ・「み たて 」の世 界 松 本 千代 栄 女子体

 育9月

「私 の舞 踊 史」一1ジ ャーナ リス トの 回想(12)～(17)

 村 松道 弥 TES24～29

舞 踊関係 文献 目録-昭 和54年 一 舞踊学3

外 国の舞 踊書 か ら 同上

昭和54年 度舞 踊学修 士論 文一 覧 同上

〈 芸 術(一)〉

日本 舞踊 全集 第 四巻 演 目解 説IV 日本舞 踊社 編

 日本舞踊社

 演 目解 説IVと して, 「竹 生島 」か ら 「白扇 曽我」

 まで の55作 品 につ き, 歌 詞 ・字 句解 釈 ・解 説 ・

 鳴物解 説 ・踊 る心得 ・舞 台装 置 ・衣裳 ・かつ ら
 ・小道 具 図版 ・舞 台写真 を載せ る。

日本舞 踊大 鑑 第1巻 華 耀編 和角 仁 編 創紀房新

 社

 本 編 は, "日本 舞踊 説苑"と して「日本 舞 踊の美」

 (河竹 登志夫), 「日本舞 踊の世 界」(藤田洋), 「日

 本 舞 踊 と季 節」(松井 俊諭), 「日本 舞 踊 と音楽 」

 (杉 昌郎), 「流 派 と名 手」(戸部銀作).「能か らき

 た 日本 舞 踊」(松田存), 「新 しい舞 踊 の創造」(本

 田安 次), 「日本 舞踊 の歴 史」(和角仁)の 解 説 と

 嘩 耀 百姿"の80曲 の舞 台写真, "新編 舞台 訓蒙

 図彙"の 衣 裳 ・鍵 ・小道具 ・舞 台装 置, 別 冊 嘩

 耀 百姿 型付覚 書"で 型付 を説 く。

日本舞 踊の 研究 西 形節子 南窓社

 総 説 として, 日本舞 踊の 「様 式 と性 格」「演 技 と

 動 作」, 研究 と論 考 として, 作 品研 究3曲 と日本

 舞 踊の 振付 ・後 見 ・照明 に関す る3編 の論文 を

 載せ る。

初代 若柳 吉 三次 三 隅治雄 編 著 芸能発行所

 若柳 吉三 次 か らの聞 き書 きを も とに, 「踊 りに生

 き る」 の 自伝 と, 「踊 りを語 る」の芸 談 の2部 に
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 ま とめ た書。 附録 に「若 柳吉 三 次舞 台 出演年 表」。

曙-初 代 花柳 寿 美- 花 柳 宗岳 編 三満寿

 初代 花柳 寿 美 の主宰 した曙会 の 公演 パ ンフ レ ッ

 トを再録 した もの。

色 の道 続 色の 道 遠 山静雄 私家版

 舞 台照 明の権 威 で あ る著者 の舞 台照 明や 古典 芸

 能 にか か わ る随 筆集 。

雨 月道 成寺 御 室晋 私家版

 遠 山静雄 の 舞踊 台本 集。「雨 月道 成寺 」「烏 小町 」
 「青 衣女 人」な ど20作 品 を収 め る。 巻 末 に作 品上

 演表。

日本舞 踊の 基礎 花柳 千 代 東京書籍

 著者 の提 唱す る 日本 舞 踊の メ ソ ッ ドを集 成 した

 書。 日本 舞 踊の は じめ に, 上 半 身の動 きの基本, 

 下半 身 の動 きの 基本, 動 作 の基本, 小 道具 の基

 本, 応用 編, 資料 編 を, それ ぞれ 写真 の 図解 と

 解 説 で示 す。

特集 ・鶴 亀 観世1・2月

特集 ・春 日竜神 観世3・4月

特集 ・水 無 月祓 観世5・6月

特集 ・融 観世7・8月

特集 ・夕 顔 観世9・10月

特集 ・正 尊 観世11・12月

特集 ・舞 踊名 作案 内 演劇 界6月 臨 時 増刊

舞踊 の基礎 知 識 渥美 清 太郎 ・編集 部 日本舞踊1

 ～12月

舞踊名 言集 成 郡 司正 勝 邦楽と舞踊1・2・4・8・

 10月

日本 舞踊 の歴 史(11)～(13)藤 田洋 創作舞踊11～13

舞踊年 表 如 月青子 芸能1～12月

道成寺 集 成XI 駒井 義 之 ・後藤瑠 美 子 舞踊研究14

宮延 の歌 舞 土 橋 寛 『講座 ・日本の古代信仰5』

神 楽 と巫女 舞 三 隅治雄 同上

田遊 びか ら田楽 へ 植 木行 宣 同上

散 楽 と猿楽 近 江 昌司 同上

塊偏 子 舞 い 西 田長 男 ・鈴 鹿千代 乃 同上

桑 名松 平家 の 異風 の舞楽 に就 いて 羽塚 尚明 雅楽

 界55

舞 楽 の民俗-稚 児舞 を中心 に一 三 隅治雄 雅楽界

 55

儀 式 にお け る舞 楽演 奏 の記録 を辿 って 高 橋美 都

 雅楽界55

蘇 莫者 古泉 円順 四天王寺女子大学紀要12

左 舞譜 「迦 陵頻」 詳解 薗広 茂 雅楽界55

右 舞譜 「貴徳 」 詳解(中)東 儀 和 太郎 雅楽界55
「か いな さ し」考 後藤 淑 学苑7月

永 長大 田楽 の起 因か ら法 師 原の周 辺 まで一 中世放 浪

 芸の 系譜- 渡辺 昭五 国学院大学 日本文化研究所紀

 要46

江 戸初期 の仕 舞-「 仕 舞 の歴 史的考 察」 追考 表章

 観世2・5・7

 観世2・5・7月
黛謡 舞"(う た い まい)の 形 成(上)竹 本 幹夫 実践

 国文学18

能 の童子 天野 文雄 観世3・4月
「た う ら うの能 」 と蟷螂 の舞 天 野文 雄 観世12月

舞歌 二 曲 を本風 とす る現 在能 ・序 説-「 熊野 」 の作

 能 法 をめ ぐって 三宅 晶子 国文学研究72
「人待つ 女」 の 「今 」 と 「昔 」一 能 『井 筒』論 西

 村 聡 皇学館大学紀要18
「一 衣天 神」 考 小 田幸 子 能研究と評論9

作 品研 究 「鶴 亀」 西野 春雄 観世1月

作 品研 究 「春 日竜 神」 徳 江 元正 観世4月

作 品研 究 「水 無 月祓」 味方健 観世5月

作 品研 究 「融 」 表章 観世8月

作 品研 究 「夕顔」 小 西 甚一 観世10月

作 品研 究 「正 尊」 西 脇 哲夫 観世11月

琉 球 の 「組 踊」 とかぶ きの 「仕 組 踊」 郡 司正 勝

 舞踊学3

沖 縄各 地 の組 踊-特 に仇 討 物 を中心 と して- 長 友

 武 琉球大学教育学部紀要24(1)

役 者の 踊 と舞 踊家 の踊 郡 司正勝 演劇界6月 増刊

舞 踊 の歴 史 と流派 和角 仁 同上

振 付師 の 存在 戸部 銀作 同上

歌 舞伎 舞 踊の 音 杉 昌郎 同上

お ど りの小 道具 松 永薫 同上

や さしい舞 踊 の用語 辞典 玉 垣凪 和三 同上

舞 踊界 の 習慣 富 田宏 同上

舞 踊名 曲総 覧 同上

道成 寺 に おけ る舞 踊美 の追求 一 引抜 きと後 見 の相 関

 関係 につ い て 塚 原 明江 跡見学園女子大学 ・美学

 美術史学科報8

志 賀 山流 の特 色-「 古風 」 とは- 西 田泉 舞踊学

 3

志 賀山 の特色 「古風 」 とは 西 田泉 演劇創造10

諸 流の昔 と今 江 口博 日本舞踊

 松 本 流 2・3月 藤蔭 流 9～11月

研 究 資料(嘉 永七 年 のお ど りの譜) 丸 茂 祐佳 舞

 踊研究13～16

娘 形 の分 類4～6 駒 井義 之 ・丸茂 祐佳 舞踊研究

 13.15.16

春 賑 花街 踊総 覧 林喜代 弘 上方芸能67

上 方 の舞1～4 垣 田昭 舞踊研究13～16

振 付 の美学 花柳 芳次郎 舞踊研究13～16

舞 踊 の周辺 永井 啓夫 舞踊研究13～16

蜻 蛉 の眼 八巻 献吉 舞踊研究13～16

テ レビの メデ ィア にお け る舞 踊 石 川健 次郎 舞踊

 研究13

目で見 る創 作舞 踊(四)～(九) 邦楽 と舞踊2・4ボ6

 ・8・10・12月

日本舞 踊 の味 わい 花柳千 和 歌 女子体育12月

舞 踊曲 を聞 きなおす 上林 澄雄 邦楽 と舞踊1～12月

歌 舞伎 の音 楽 ・舞 踊 と析頭 竹 柴蟹 助 邦楽と舞踊
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 1～10月

日本 舞踊 の基 本練 習(43)～(50)花 柳千 代 邦楽 と

 舞踊1～8月

日本 舞踊 技法 講座(1)～(4)志 賀 山葵 邦楽 と舞

 踊9～12月

舞 い入 門(2)御 殿 憐" 瀬 戸 口恭子 邦楽と舞踊7・

 9月

踊 の心 邦楽 と舞踊

 京 鹿子娘 道成 寺 西形節 子 1月

 年 増 目代清 2～4月

 北州 西形節 子 5～7月

 連獅 子 目代 清 8～11月

 外 記猿 西形 節子 12月

舞踊参 考室 日本舞踊

 茶壺 長 田午 狂 1月

 -・中 ・道 成寺 仁 村 美津夫 2月

 常磐 の老松 仁村 美 津夫 3月

 鳥辺 山 長 田午狂 4月

 子 の 日 ・菜の葉 長 田午 狂 5月

 仲 蔵 狂乱 長 田午 狂 6月

 道 中双六 新 谷誠 太郎 7月

 浜松 風 渥 美 清太 郎 ・仁村 美津 夫 8月

 半 田稲 荷 郡 司正 勝 9月

 都 見物 左衛 門 仁 村美 津夫 10月

 鉢 かつ ぎ姫 長 田午狂 11月

 深川 八景 仁村 美津 夫 12月

芸話 シ リー ズ 日本舞踊

 花柳 昌太郎 芸話 4～6月

花柳 寿 美之 輔 聞 き書 永井 啓夫 邦楽と舞踊12月

聞 き書 河藤 たつ ろ舞踊 人生 鴨一 平 創作舞踊11

 -y13

〈 芸 術(二)〉

バ レエ'80一 年刊 バ レエ写真 集 バ レエ'80編 集 委 員

 会 東出版

 カ ラー 特集 に, 森 下洋 子 ・来 日公演。 ほかにバ

 レエ ・現代 舞 踊公 演 の舞 台写真 と, 山野博 大 ・

 久保正 士 ・桜井 勤 ・合 田成 男 による'79年の概 況, 

 公演 記録 。
量バ

レエ用語 辞典 川路 明編 著 東京堂出版

 日本 バ レエ協 会 の事業 と して, バ レエ用語 に解

 説 を加 えた辞典。 チエ ケ ッテ ィ, ワガ ノワ派 な

 ど, 用 語 の異 な る各 派に も言 及 され て いる。

バ レエの世 界 0.ジ ョワ イユ 大津 俊克 訳 ブック

 マン社 
":Le monde merveilleux de la danseの 邦 訳。

 著 者 は 「クラシ ック ・バ レエ こそ, あ らゆ る舞

 踊の 中で, もっ とも崇 高 な もっ と も美 しい世 界」

 であ り 「クラシ ック ・バ レエ を語 るこ とは, バ

 リ ・オペ ラ座 につ いて語 る こ とだ」 として, 「ク

 ラ シ ック ・バ レエ の基 本」「オペ ラ座」「舞 踊の歴

 史」 を述べ る。

バ レエへ の招待 小 牧正 英 日本放送出版協会

 「小著 はバ レエ ・ダ ンサ ー としての 自 らのバ レ

 エに かか わ るエ ッセ イや 紀行文, バ レエ作 品の

 解 説等 を集 録す る とと もに, 近 世劇 場 にお け る

 劇 場芸 術 の基礎 的方 法論 で あ る 『舞 台学 』 に関

 して, そ の解 明 と紹 介 を 目的 に した。」(は じめ

 に)内 容 は, 1舞 台, め ぐり合 い, 旅, 2バ レ

 エ作 品 ・解 説, 3舞 台学 入 門。

バ レエ を志 す若 い 人た ちへ0.サ フ ァ イア 霞ヶ関

 出版

 「この 本 は昭和28年6月, 『河 出新書 』第十一 冊

 として発行 され た 『バ レエ を志 す若 い人 た ちへ 』

 か ら, 第八節 『バ レエの基 本練 習』 中の レニ ン 

・グラー ド国立 舞踊技 芸学 校 の授業 プ 口 グラム

 を除外 した もの を第一 部 とし, 同授 業 プロ グラ

 ム を, その 原典 であ るア ・ヴ ォル ィ ンスキー の

 名著 『歓 喜 の書』 に基 づ いて, 可能 な限 り詳述

 した もの を第二部 と した もの であ る。(『改訂 ・

 増補 版 の発行 につ い て』)

あなた の イサ ドラ F.ス テ ィー グ ミュ ラー編著 阿

 部 千律 子訳 富山房

 1974年 刊"Your Isadora-The love story of

 Isadora Duncan and Gordon Craig told throgh

 letters and diaries"の 抄 訳。2人 の手 紙 を中心

 に愛 の転末 を描 く。

魅惑 の ソ ビエ ト ・バ レエ 東出版

 119葉 の ソ ビエ ト ・バ レエ の写真 集。 野崎 詔夫

 の解 説で, 「ボ リシ ョイ劇場 」「キー ロフ劇 場」「マ

 ール イ劇場 」「ス タニス ラ フス キー 音楽劇 場 」「二

 つ の舞 踊学校 」「現代 の上 演 目録」「ソビエ ト ・バ

 レエ の人 び と」「オペ ラ ・バ レエ劇場 の分布」。

マ イヤ ・プ リセツ カヤ 野崎 詔夫 訳 プ口グレス出版

 所

 プ リセツ カヤ の 肖像(ヴ ォ ズネセー ンス キイ), 

 プ リセ ツカヤ を求め て(ワ ー ヴ ラ), や みが た き

 生 の渇望(ガ エー フス キイ), マ イヤ ・プ リセ ツ

 カヤ の踊 り(コ ミサ ル ジュー フ スキイ), 芸術 の

 魔 法(リ ヴォー フ・=アノー ヒン), バ レエの 舞 台

 にお け るア ンナ ・カ レー ニナ(チ ュー リン), 土

 壌 と運 命(マ イヤ ・プ リセ ツカヤ 讃)(シ ュワー

 ロフ)に, 多数 の写真 を収 め る。

おん な を踊 る ア キ コ ・カ ンダ 駿々堂

 ア キ コ ・カン ダの随筆 集。1わ た しの 師, IIわ

 た しの踊 り, IIIダンス の周辺, IVヒ ト ・ひ と ・

 人, Vな い しょの話。 付録 に, ダンス の実 際。

特 集 ・大野一 雄 ・ナ ン シー 演劇 祭 ダンス ・ワーク28

特 集 ・「応 答す る鏡」 一想像 力の受 肉 三 条万里子

 ダンス ・ワーク27

特 集 ・昭和54年 度 文化 芸術 祭 TES24

特集 ・石 井小 浪 TES26
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特 集 ・ノー モア ・ヒロシマ TES26

特 集 ・芙 二三枝 子舞 踊 団 ロン ドン公 演 TES27

特 集 ・指導 の 足跡(1)今年, 研 究所 創立25周 年 を迎 え

 て(天 野 陽子/小 野正子) (2)創立記 念周 年

 を迎 えた研究 所紹 介 〈前篇> TES29

マ ーサ ・グ ラハ ム とグラハム ・テ クニ ッ クに つ いて

 小 川 原春 恵 藤村学園東京女子体育大学紀要15

モダン ・ダンスの技法に関する歴史的研窄 国枝タ

 カ子 ・大 串元子 茨城大学教育学部紀要 人文 ・社会

 科学29
「現代 舞踊 」作家 小論-戦 後転 換期 の 舞 踊教育 に 関

 =連して 松 本千 代栄 ・岩 川真 紀 お茶の水女子大学

 人文科学紀要33

現 代舞 踊の 原点-バ レー ・邦舞 をふ くむ二 十世 紀舞

 踊の 歴史5・6 上 林澄雄 ダンス ・ワー ク27・28

デ ィア ギ レフ ・芸 術 の推進 者 久保 正士 同上

世 界のバ レエ シ リー ズ1 オー ス トラ リア ・バ レエ

 のア ンナ ・カレーニ ナ 薄井 憲ニ ダンス ・ワーク

 27

沈 黙 とモダ ンダ ン ス-そ の歴史 的考 察 江崎 司 創

 作舞踊12

もだん だんす みて あ る き1～5 木 村英 二 TES25

 ～29

ア メ リカ ン ・ダ ンスの繁 栄 片 岡康 子 女子体育12

 月

半 島の舞 姫-崔 承喜 論 のため に 久保 覚 新 日本文

 学8月

バ レエ花伝 書 ■服部 智 恵子 口伝バ レエ教 室(9)～

 (14) TES24～29

Sadler's Wells その 肇祥 と展 開1 鈴 木廣 舞踊

 学3

エル ム ・バ ー ス ト物 語1, 2 ケ イ コ ・キー ン ダン

 ス ・ワーク27・28

ジ ェー ン ・ガ ッ ドソウの こ と 井上 博文 ダンス ・

 ワーク27

佐 藤 勇次 の こ と 井上 博文 ダンス ・ワーク28

現 代舞 踊作 家論15 日本 のベ ジ ャー ル ・横井 茂 景

 安正 夫 ダンス ・ワー ク27

大 野一雄 ・ナ ンシー演 劇祭 神 山 貞次郎 ダンス ・

 ワー ク28

アルヘ ンチ ーナ との 出会 い 大 野一雄 同上

ヨー ロ ッパへ 還 った大 野一雄 澤玲 郁子 同上

神秘 的 叡智 の光 の中 の芸術 マ リー ・シ ュタ イナ ー

 同上

オイ リュ トミー の受難 と復 活の ため に 笠井 叡 同

 上

対談 ・舞 踊 の国際 交流 の道 と歩 むべ き道 芙 二三枝

 子 ・山城 祥 二 同上

幕 の うちそ と 藤井 修 治 TES

 2.新 春に翔 ぶ 宮 木百合 子 ・大塚 礼子 ・尾 本安

 代 ・安 達悦 子 24

 3.「 ロ メオ とジ ュ リエ ッ ト」を語 る 谷桃 子 ・ビ

 ル ギ ッ ド ・フ ルベ リ, ミシェ ル ・ブ リュエ ル他

 25

 4.貝 谷八百子 の魅 力 26

 5.11年 振 りの帰 国 ・深 川秀夫 を迎 えて 27

 6.2人 の プ ロデ ュー サー を迎 えて(1)太刀川瑠 璃

 子 28

 7.同(2)井 上 博 文 同上

 8.2人 の偉 大 な師 に学 ん で 今 川 口ゆ

 り子 29

前 田久 美子 の ソ ビエ ト公 演記 越 智実 TES24

座談 会 ・オ りガ ・サ フ ァ イア 桜 井勤 ・藍原 英了 ・

 松 尾 明美 ・松 山樹子 ・三 橋 蓮子 TES25

座 談 会 ・バ レエ野 郎 ・会 ・界 を語 る 浅見 捷二 ・池

 田真 臣 ・石 田泰 己 ・遠 藤展 弘 ・京谷 幸雄 ・児玉 克

 洋 ・飯 島担 TES26

活気 を と り戻 した中 国舞 踊界-教 育 方針 か ら公 演演

 目まで 松 山樹 子 音楽芸術4月
「舞 踊劇 」 の登場 人物 た ち-イ エ イツ にお け る能

 名取 栄 史 関西大学東西学術研究所紀要13

イエ イ ツ劇 と能 楽 の影響 一1一 松 山 明生 法政大

 学教養部紀要36

イエ イツ舞 踏劇 と能 楽 松 山明生 英文学53

イ ン ドネ シア音楽 舞 踊体験 記 山本宏子 季刊邦楽

 22

世 界 を回 る夢 み るダ ンサー 一 石 川み の り'後 藤み な

 子 潮7月

炎上 の道 行 を踊 る一 長嶺 ヤ ス子 後藤 み な子 潮6

 月

磨 赤 児 た ちに関す る無 意味 な 断片 長尾 一雄 新劇

 5月

〈 民 俗 〉

大 日堂 舞楽 『大 日堂舞 楽』 編集 委員 会 大日堂舞

 楽保存会

 秋 田県 鹿角 市小豆 沢 大 日霊貴神 社 に伝 わ る大 日

 堂 舞楽 の記録。 歴 史伝 承 編, 解 説 編, 民俗 編, 

 資料 編 よ りな る。 解 説編 に各 曲 の型付 を載 せ, 

 また民俗 編 には, 大 日堂 の祭堂 行事 へ 至 る各部

 落 の行 事 次 第が詳 細 に記 され る。

伊 雑 宮 の御 田植 祭 古典 と民俗 学 の会編 ・発行

 古典 と民俗 学 叢書IVと して, 三 重 県志摩 郡磯 部

 町 の伊雑 宮 の御 田植祭 の記 録。 伊雑 宮 一風 土 と

 歴史, 御 田植 祭, 伊 勢 のお 田植 え神事 ボ 神 話 と

 神 事 と, よ りな り, 御 田植 祭の 第 四節芸 能 に, 

 芸 能 の次 第 と芸 態 を記 す。

出雲祭 事 記 速 水保 孝 講談社

 出雲 と隠岐 の祭 りを季節 ご とに配 列 し, その 探

 訪 記約60項 目よ りな る。巻 末 に 「出雲 の祭 り暦 」

 を載せ る。
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仁 比 山大御 田祭 金子 信二 金子信二

 十二 年 に一度 の 申歳 に佐 賀県神 埼郡 神埼 町仁 比

 山神 社 にお こな われ る大御 田祭 の写 真集。 稽 古

 か ら本祭 の芸 能 までが, 解 説 を添 えて構 成 され

 る。

南 九州 の民俗 芸能 下 野敏 見 未来社

 南 九州か ら奄 美諸 島 に至 る地域 の民俗 芸能 を, 

 神楽 ・田楽 ・風 流 ・祝福 芸 ・狂 言系 ・人形芸 に

 分類 して述べ られ る。巻 末 に, 総 括 として 「南

 九州 の民俗 芸 能 の特色 と問題 」, 考 察 として 「民

 俗 芸 能 の伝 播 と変容 につ いて」 を載せ, 「南九州

 の民俗 芸 能期 日一 覧」 がつ く。

里神 楽の伝 承 者 につ いて 石 塚尊 俊 国学院雑誌11月

芸 能 史研究 ノー ト(2)北 陸 の猿楽 と仮 面(下)(6)阿

 蘇神 楽考 註 後 藤淑 芸能1～3月

岩 戸神 楽 成立 の一 面 西 田長 男 国学院雑誌11月

盆 踊 ・盆 唄 その歴 史 と特徴 山路興 造 季刊邦楽

 23

い りは ・では ・ひ きは-風 流 踊 ・風 流 系獅子 踊 を中

 心 に 中村茂 子 芸能の科学11芸 能論考VI

念仏講 と念 仏踊-房 総の 念仏芸(一)三 隅 治雄 同

 上

北 海道 ア イヌの 舞踊 につ いて-舞 踊の種 類 川端 ひ

 ろ子 藤女子大学 ・藤女子短期大学紀要第2部17

秋 田の音 楽 と延年 舞 佐藤 久治 山岳宗教史研究叢書

 14

箱石 の 「コウ キ リコ」 踊 り 吉 川周 平 民俗芸能60

大乗 神 楽の 「榊」 と 「鐘巻 」 森 口 多里 芸能8月

大 出神楽 につ いて 類 家英 一郎 山岳宗教史研究叢書

 14

陸前 牡鹿 半 島の獅 子振 り 小野寺 正 人 まつ り通信

 227

牡鹿 法 印神楽 田中義 広 まつ り通信236

黒森神 楽 と陸 中 の修 験 芸能 森 口多里 山岳宗教史

 研究叢書14

羽黒 山の 花祭 と祭 文 戸 川安 章 同上

蔵王修 験 と山伏 神 楽 森 口雄 稔 同上

日光 山 の延 年 舞 と強飯 式 中川光 同上

信州新 野 雪祭 管見 後 藤淑 国学院雑誌11月

三 河一 色 大提 灯 と巫 子神 楽 鬼頭 秀 明 まつり通信

 234

奥三 河の神 楽 ・花 祭考 武井 正 弘 山岳宗教史研究叢

 書14

伊 奈 富神 社の獅 子神 楽 中村 茂子 民俗芸能60

熊野 大瀬 の太鼓 踊 三 隅治雄 同上

市原 田楽 と宮座 の報 告 一兵庫 県 多紀郡 今 田町市 原 ・

 住吉 神社 久下 隆史 日本民俗学127

播 磨 の千石 踊 喜 多慶 治 まつ り通信237

中国地 方 の神 楽 におけ る託宣-神 がか りの詞章 及 び

 神 楽歌 につ いて 牛 尾三千 夫 口承文芸研究3

若宮遊 び と松神 楽 牛 尾三千 夫 国学院雑誌11月

備 中神 楽 浅 原健 民俗芸能60

民俗 舞踊 の比較 研究 一 岡山県 にお け る重 要無 形民俗

 文化 財 につ いて 三室 清子 岡山大学教育部研究集

 録53

民俗 舞踊 の研究-岡 山県久 米郡 久米 南町 のバ ンパ 踊

 りにつ いて 三室 清子 同上54

民俗舞 踊 の研究-岡 山 県笠 岡市大 島の傘 踊 りにつ い

 て一 三 室清 子 同上55

鎮 魂 の神楽 と神 楽歌-近 世 前期 に おけ る備 後 の浄 土

 神楽 の能 岩 田勝 芸能史研究71

唐 子 踊 り 佐藤 米 司 まつり通信236

中国 山地 の猿楽 と猿 まや 三 浦秀宥 まつ り通信231

神 子 と法者-近 世 前期 におけ る郷村 祭祀 の祭 司層

 岩 田勝 山陰民俗35

五 竜王 か ら五 人の王子 へ(承 前) 岩 田勝 同上34

出雲 神 楽 のほめ 言葉 川上 登 同上

出雲 槻 之屋神 楽 の 「山神楽 」 の詞 山 田良夫 同上

隠 岐 国分 寺 の蓮 華会 舞 高橋 秀雄 月刊文化財4月

吉 無 田郷 獅子 舞 立 川初義 民俗芸能60

沖縄 芸能 の現 状 当 間一郎 季刊邦楽23

与論 島 の十五 夜 踊狂 言詞章 萩 原竜夫 まつり文化

 9, 10

国頭 村安 田の ウン ジャ ミとウ シデー ク 仲 宗根 幸市

 まつ り通信238

シヌ グ ・ウン ジャ ミ考 大城 学 民俗芸能60

塩屋 の海 神祭 な ど 田中義広 まつ り通信237

久高 島 とイザ イ ホー 崎原恒 新 日本民俗学131

イザ イホー にお け る舞 踊 吉 川 周平 舞踊学3

与那 国 島の歌 舞 本 田安 次 まつ り通信235

民謡 と踊 り 郡 司正 勝 国文学6月 臨時増刊

ア ヴ ォイ ダンスの 社会学 的考 察一 ミクロネ シア ・ポ

 ナ ペ 島の事例 分 析 森 岡容 子 社会学評論4月

〈 教 育 〉

ダンス ・表現 学 習指導 全書-表 現 理論 と具 体 的展 開

 一 編 著者代 表 ・松 本千代 栄 大修館書店

 総説 編 に, ダ ンスの学 習理論。 学 習指 導編 に, 

 幼稚 園 ・保 育 園の学 習指 導, 小学校 の学 習指導

 中学 ・高校 の 学習指 導。 資料 編 に, クラブ活動

 に役 立つ 基礎 運動, ほか。

身体 運動 の表現 学 E.メ セー 二 山 口恒 夫 ・山 口順

 子 訳 泰流社 
"Movement and Meaning"(1968)の 全訳。「人

 間の 生活 の意 味」 を 「ダ ンス, スポー ツ, エ ク

 ササ イ ズ と呼 ばれ る運動 形式 に ま とを しぼ って, 

 身体 を動か す とい う行 為 」 にテー マ をお き, 哲

 学, 心理 学, 神 経生理 学, 教育 学 を援 用 して解

 明せ ん とす る研 究。 内容 は, 形 式, 人 間 に よっ

 てつ くられ た形 式, 人間 に よってつ くられ た運

 動 形 式, 身体運動 の 拠 り所, ダ ンス, ス ポー ツ

 エ クサ サ イ ズ, 「動 きつつ 学び, 学 びつ つ動 く」。
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マ イネル動 作学 上 巻 K.マ イネ ル 萩原仁 ・綿 引

 勝 美訳 新体育社

特 集 ・表現 運動 ・ダ ンス指 導の 問題 とそ の解 決 学

 校体育10月

表 現運動 におけ る リズム ・パ ター ンにつ いての一 考

 察 吉 田育 子 中京体育学研究20(2・3)

創 作 ダ ンスの技能 に 関す る一考 察 鈴 木 裕 美子 中

 京女子大学 ・中京女子大学短期大学部紀要14

ダ ンス指 導 法 におけ る一考 察 一正 確 な模 倣へ 導 くた

 め に 川上 敬子 ・田 川典 子 ・高 橋繁 美 藤村学園

 東京女子体育大学紀要15

リ トミックに関 す る一考 察一 「音 楽 と動 き」 の 問題

 を中心 に して 五 味克 久 作陽音楽大学 ・作陽短期

 大学研究紀要12(2)

身 体像か らみた ダ ンスに つ いて の研究 米井 澄江

 順天堂大学保健体育紀要23

表 現運動 の構 造 と 「造 形 的 印象」「言語 的 印象 」 杉

 山由 美 聖心女子大学論叢55

身体 表 出運動 の認知 に関す る心理 学 的研 究 浅井正

 昭 (日本大学人文科学研究所)研 究紀要23

組 踊 『執心 鐘 入』 の教 材化 の ため の作 品研 究 津波

 古 敏子 沖縄大学紀要1

教育 舞 踊にお け る運動 主題 記 譜法 の応 用(1)堀 野

 三 郎 舞踊学3

外 来舞踊 の導 入 と舞 踏 的遊 戯 の生成 過程-明 治期 に

 おけ る舞踏 の 史的考 察 松本 千代 栄 ・香 山知 子

 同上

舞 踊表現 の構造 と鑑 賞 松 本千 代栄 女子体育1月

〈表現 と教 育研 究 〉舞 踊 と演劇 の あい だ 田村 忠雄

 女子体育2月

ダ ンス指導 に役 立つ 視覚 資 料 川 口千代 女子体育

 7月

「舞 踊課題 」 と創作 学 習 松 本千 代栄 女子体育8月

運動 の リズム と学 習 浜 田靖一 女子体育12月

韓 国の舞 踊教育 鄭清子 女子体育12月

幼 児の創造 性 と運動 ・遊 び 岸 純子 体育科教育3月

オ イ リュ トミー 治療 ・教 育 ・芸 術 ワー クシ ョップに

 参加 して 石 黒節 子 体育科教育4月

ダ ンスは女 子 の教材 と して適 切 か 安 藤 幸 体育科

 教育5月
「基 本の運動 」「ゲー ム」 へ の批判 と提 言 一舞 踊教 育

 の立場か ら- 川 口千 代 体育科教育5月 増刊

子 ど ものつ まづ きの 要 因 とその解 決-ダ ンスー 村

 田芳子 体育科教育9月

子 供 とと もにつ くる表現 学 習 柏 市立 柏 第4小 学校

 学校体育2月

ダ ンス-子 供 自身の 評価 を生 か して 斎 藤芳 子 学

 校体育2月

表現運 動 ・ダ ンス の単 元計 画 ・学 習指 導 案 松 本 富

 子 学校体育3月

新しい学校体育のねらいと内容を考える一高校 ・ダ

 ンス 斎藤千代子 学校体育4月

舞踊教育の源泉 笹部桂子 学校体育11月

生き生きと自由に表現させるために 斎藤裕子 同

 上

ダンスの学習内容と初歩的指導(III) 女子体育1・2
 月

 保育園 ・幼稚園 下村頼子 ・森尾信子 ・橋本ひろ

 子 ・井上都美子 ・水谷光 ・永井正子

 小学校 相馬了 ・村上京子

 中学校 三浦早江子 ・斎藤芳子

 高等学校 片岡康子 ・乙坂喜代美

ダンス学習の基本的段階 女子体育4～7月

 幼稚園 ・保育園 千葉栄子 ・須藤鶴子 ・小松芳子 
・阿部康子 ・森安万亀子 ・井上萬里子 ・飯村幸

 子

 小学校 高田むつみ ・田所ちはや ・須藤幸吉 ・相

 場了 ・野口つぎ代 ・荒川サツエ ・大池光子 ・一

 村艶子 ・玉田龍子 ・榊原琴美

 中学校 斎藤芳子 ・三浦早江子 ・近藤達子

 高等学校 井手口あけみ ・高野章子 ・山口直永
ダンス学習の基本的段階 女子体育8～12月

 保育園 ・幼稚園 柴真理子 ・須藤鶴子 ・小松芳子 
・内藤澄子 ・二宮満子 ・白井郁子 ・畠山 トミ・

 村田修子 ・西山富美子 ・中務知子

 小学校 相場了 ・野口つぎ代 ・山本和子 ・浜崎順

 子 ・古川絢子 ・芳沢富江 ・佐藤直子 ・石田シズ
 エ ・流田直

 中学校 斎藤芳子 ・川口千代 ・椎名瑞子 ・松本富

 子 ・島内敏子

 高等学校 三宅香 ・石田まつかさ ・藤沢史枝 ・位

 高美代子 ・林真幾子
日本女子体育連盟共同研究 女子体育

 表現運動における各学年の基本的な技能段階につ
 いて 東京都女子体育連盟 ・相馬了 9月

 作品をつ くるよろこびを知らせる指導 山梨県女

 子体育連盟 ・川口千代 10月

創意を生かした楽しい体育の学習指導 学校体育5

 月臨時増刊

 小学校 ・表現的な動きの広がりを求めて 相場了

 中学校 ・ダンス ・楽しい授業の条件 浜本量子

 高等学校 ・「メルヘンの世界」から創る喜びを味わ

 う 吉岡宮子

子供のねがいを生かした体育指導 〈表現運動〉 学

 校体育6月

 子どもが喜んでつくる表現学習 石:倉英子
 子ども自らが高まるような場面の設定を 渡辺寿

 子

〈授業研究〉表現運動-対 立する感じの表現(6年

 生) 地引和枝 ・市原児童体育研究会 学校体育
 8月

表現運動 ・ダンス指導の問題 とその解決 学校体育
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 10月

 舞 踊の本 質 を生 かす 学 習指 導 松本 千代 栄

 子 どもに とっ て表現 運動 ・ダ ンス の喜 び とは 中

 間千 恵子

 学習指 導 過程 を考 え る 村 田芳子

 学習 内容 の押 え方 相 場 了

 楽 しい表 現運 動 ・ダ ンス学 習 のため の指 導の 手だ

 て 野 口つ ぎ代

 抵 抗感 をな くす 「ほ ぐし」 の段 階 中村 久子

 表現運 動-ダ ンス嫌 いの子 ど もの指 導 林 久子

 一 時 間 ご とに楽 し くダ ンスの本 質 に触れ させ る指

 導 高 野章 子

舞 踊表現 とイ メー ジ 川 口千代 体育の科学6月

や さ しいパ ン トマ イム ヨネヤマ ママ コ 女子体育8

 月

ダンスの指 導 に おけ る一 考察(1)一 指導 者 の言語 よ

 り一 大 島敏 ・佐 々木 昌代 舞踊学3

第九 回舞 踊学 会 シ ンポ ジウム 日本 の児童 舞 踊 を考

 える 桜 井 勤 TES27

 一 補 遺 一

〈 総 記 〉

美 的 運 動 形 式 か らみ たModern DanceとModern

∵Gymnasticsの 比 較研 究一 音楽 刺激 の影響 につ いて

 大藪 五百 子 東海大学紀要 体育学部9

舞 踊に おけ る 回転 技 術 の一考 察 北 島 見江 武庫川

 女子大学紀要 ・体育編27

〈 教 育 〉

舞踊 創作 指導 に おけ る.一考 察一 舞 踊運動 とイ メー ジ

 石 川博 子 広島大学教育学部紀要第2部28

女子 学生 の ダ ンス観 に関 す る追 跡調査 一1- 伊達

 万 里子 武庫川女子大学紀要体育編27

創作 ダ ンス にお け る創 作過 程 と参加 意識 中村久子

 他 徳島大学学芸紀要 教育科学28

即 興 表現 にみ られ るダ ンスの 技能 佐分 利育代 鳥

 取大学教育学部研究報告 教育科学21(2)

パ リの リ トミッ ク学校 に学 ん だ, も う一 人の幼 児教

 育 者-天 野 蝶 の歩 いた道 小 林 恵子 国立音楽大

 学研究紀要14

舞踊制 作過 程 の研 究 根木 富久子 ・辻 元早 苗 東京

 学芸大学紀要第5部 門芸術 ・体育31

 (板谷 徹)

付 記 ・〈教育 〉の 部分 は, 川 口千代 氏 に御 助 力 を願 っ

 た。
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外国の舞踊書から

 1980年 出版 カタ 口 グ, Dance Magazine, Dance&

Dancers, な どの新 書紹 介欄 に取 り挙 げ られ た1979, 

80年 刊行 の舞 踊 関係 の単行 本 の なかか ら, 重要 と思

わ れ る もの を, 紹 介 の抄 訳 とと もに掲 げ る。

Baryshnikov in Color, Introduction and 
Commentaries. 

 ed., by Charles Engell France 

 (Harry N. Abrams )
世 界的 に大 活躍 の 人気 ダ ンサー, バ リシニ コフ の

カラー写 真集 で あ る。 彼 の舞 台写 真, 日常 の スナ ッ

プ写 真 な ど魅 力 的な写 真 に溢 れ てい る。 バ リシニ コ

フ 自身 の序 文 と解 説 がつ いて い るこ と も興 味深 い。

The Dance Makers: Conversations with 
American Choreographers. 

 by Elinor Rogosin 

 (Walker & Company)
著 者が1970年 代 に, ラジオ番 組 で対談 した数 人の

振 付 師 との会話 か ら, 芸術 論や 人生 論 をひ きだ し解

説 をつ け加 えた本 で あ る。 テ ッ ド ・シ ョー ン, ワ イ

ドマ ン, グラハ ム, ホー キ ンス, カニ ン グハ ム, ニ

コライ, その他7人 の振付 師 の生 きた言 葉が読 み と

れ る。

Staying Power: Performing Artists Talk 

About Their Lives. 
 by Peter Barton 

 (The Dial Press)
P.Bartonに よ る演奏 家, 踊 り手, 俳 優 との対 談 と

写 真集 で あ る。踊 り手 として はT.Rawe, H.Morales, 

R.Silver, U.Doveが とりあげ られて い る。5才 の 頃

なに を し, なに を考 えて いたか, なぜ 大学 へ行 か な

か ったのか, 誰 に影 響 を受 けた のか な どがイ ン タビ

ュー され てい る。

Memoirs of a Dancer: Shadows, Dreams, 
Memories. 

 by Orest Sergievsky 

 (Dance Horizons)
0.Sergievskyの 自伝。 ロシア革命 を生 きぬ いた舞

踊 家の激動 の人生 が語 られて い る。 ロシア革 命 の頃, 

ヨー ロ ッパ とア メ リカの放 浪, バ レエ ・リュ ヅス で

の舞 台, バ レエ ・シア ター の 舞台, 自分 が結 成 した

バ レエ 団の こ とな ど。 特 に興 味深 い こ とは, 彼 の回

想 の中 でニ ジ ンスカ, フォー キ ン, ロビ ンス, デ ・

ミレ とい った舞 踊家 との交 流 が生 き生 きと語 られ て

い る点 であ り, 当時 のバ レエ 界の状 況 を うか が い知

る こ とが で きる。

The Ballerina: Famous Dancers and Rising 

Stars of Our Time 
 by Sarah Montague 

 (Universe Books)
バ レエ ・ダ ンサ ー の舞 踊そ の もの の魅 力 を, 豊 富

な写 真 で視覚 的 に訴 えた写 真集。30人 ほ どのバ レ リ

ー ナ が各 々4頁 を さいて と りあげ ら'れて い る。 自伝

的, 歴 史的資 料 な どは一切 使用 されて お らず, バ レ

エ ・フ ァ ンの急増 に こ たえた 出版物 とい え る。

The King's Ballet Master 
 by Walter Terry 

 (Dodd, Mead & Co. )
19世 紀0バ レエ ・マ ス ター であ った オー ガス テ ィ

ン ・ヴ ォー ノン ヴ ィル の伝 記。 彼の 没後 百年 祭 に あ

わせ て 出版 され た。 先年, 彼 の 自伝 が英 語版 で 出版

され たが, ともに バ レエ史 に とって かけ が えの な い

資 料 を提供 して くれ る重 要 な書物 であ る。 例 え ば彼

の 作 品"Valdemar"(1835)は, デ ンマ ー クで は ま

だ ガ ス以前 の 時代 であ った ので オ-イル ・ランプ だけ

で 踊 られ た(P.40)と い った興 味 深 い記述 が所 々 に

み られ, 巻 末 には作 品一 覧表 も収 め られ て いる。・

Behind Barres: The Mystique of Masterly 
Teaching 

 by Joseph Gale 

 (Dance Horizons)
優 秀 なバ レエ教 師数 人 の指導 法や レ ッス ンの光景

な どが書 か れて い る。 例 えば チエ ケ ッテ ィ ・メ ソ ッ

ドの著書 もあ るM.Craske, か つ て の花 形 男性 舞踊

手L.Danielian, デ ィア ギレフ ・バ レエ ・リュ ッス の

バ レ リー ナで あ ったF.Doubrovskaら を と りあ げ て

い る。 なか で も80代 の現在 もバ ランチ ン ・ス クール

で指導 して い る国宝級 のEDoubrovskaに もっともカ

を注 い でい る。

Misia 

 by Arthur Gold & Robert Fizdale 

 (Alfred A. Knopf )
デ ィア ギ レフが, 真実 に愛 し結婚 を考 え た唯一 の

女 性 であ った, と語 った芸術 家MisiaSertの 伝記。

デ ィア ギレフ 没後50年 にあ わせ て出版 され た。2人

共1872年3月 ロ シアに生 れ, 若 い頃音 楽 の道 を志 し

て 意気 投合 し, 伝統 に とらわれ ない新 しい芸術 の推

進 に情 熱 を傾 けた 間柄 であ る。2人 の 深 い交 流は デ

ィア ギ レフが亡 くな るまで続 き, ミシア は臨終 をみ

と どけ た とい う。共 著者 は丹 念な調 査 資料 と音 楽 的

見 識 を織 りこみ なが ら, 彼女 の人生 をユ ー モ アに満

ちた文章 で魅 力 的に語 ってい る。
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*ダ ンサー を志 す 若 い人 び とのた めの新 刊本

Dancer 

 by Suzanne Merry 

 (Charles S cribner's Sons) 
If You Were a Ballet Dancer. 

 by Ruth Below Gross 

 (Dial) 
On Your Toes: Beginning Ballet 

 by Wendy Neale 

 (Crown Pub., Inc. ) 

Modern Ballet 
 by John Percival 

 (Harmony Books)
著者 は, 近 年 いか にバ レエ とモ ダン ・ダ ンスが接

近 したか とい うこ とを, バ ラ ンチ ン, グラハ ム, ク

ラ ンコ, ベ ジ ャール, テ トレ イ, グラ ン ド ・ユ ニ オ

ン, ジヤ ドソン ・ダ ンス ・シア ター, ロン ドン ・コ

ンテ ンポ ラ リイ ・ダ ンス ・シア ター な どの作 品 を と

りあげ なが ら論証 して い る。 今 日の踊 り手達 の相 互

交 流 を ときあか し, 舞 踊界が いか に狭 いか, また革

新 者 たちが いか に影響 しあ ったか を印象づけ, 結論

的 に は両 者 の混 成物 をモ ダン ・バ レエ と概 念規 定 し

てい る。

Isadora & Esenin 
 by Gordon McVay 

 (Ardis)
ダ ンカ ンに関 して は数 多 くの文 献が 出版 され てお

り, 語 り尽 くされ て い る部 分 も多いが, 唐 突 な結婚

をした ダ ンカ ン とエ セー ニ ンの理解 を深 め得 る本 で

あ る。2人 の 結婚 は ダ ンカ ンが子供 を亡 くした10年

後 であ るが, エセ ー ニ ンは亡 くした子供 の写 真 を見

なが ら嘆 き悲 しむ ダ ン カ ンに嫉 妬 し, その写 真 を焼

こ うとした とい うエ ピ ソー ドな ど を含む 豊 富な実例

と正確 な資料 が駆使 され てい る。

The Drama of Denishawn Dance 
 by Jane Sherman 

 (Wesleyan Univ. Press)
著者J.Shermanは デ ニ シ ヨン ・カ ンパ ニー に在 団

(1925-28)し たダ ンサー で あ る。 著者 の 自伝 的要

素 も濃いが, デニ シ ヨー ンの意 欲 的な活 動 の成果 を

吟味 し記録 して いる。 デ ニ シ ヨー ンの作 品解 説(19

14-26)や 貴重 な プ ロ グラムが収 め られ て い る。

A Classic, Barbara Morgan's Martha Graham: 
Sixteen Dances in Photographs. 

 (Morgan Press)
1941年 に出版 された マー サ ・グラハ ム の写真 集 の

再 版 であ る。-グラハ ム の初期 の16作 品が収 め られ て

い る。再 版 に際 し, 写真 家 モー ガ ンは オ リジナル ネ

ガか ら128枚 の写真 を新 た に焼付 け た とい う。1941

年 以後 の作 品 を加 えた作 品一 覧(168作 品)が 資料

として貴重 であ る。

Reformers and Visionaries, The Americanization 

of the Art of Dance. 
 by Chalfa Ruyter 

 (Dance Horizons)
ア メ リカ ・モ ダン ・ダ ンスの先行 理 念 ・体 系 とし

てのデ ルサ ル トを研 究 した本。18～19世 紀 ア メ リカ

の舞踊概 説 に始 ま り, デ ルサ ル トの指導 法解 説, デ

ルサ ル トの 継承 者, 模 倣 者の 活動へ と論 を展 開 して

い る。著 者 は, デ ルサ ル ト ・システム はハ ンフ リー, 

ワイ ドマ ン, グ ラハ ム, カニ ングハ ム らの仕事 に継

承 され, 新 しいア メ リカの ダ ンス, す なわ ち今や ヨ
ー ロ ッパ に逆 移 入 されて い るモ ダン ・ダ ンスに道 を

つ けた と結論 づ けて い る。

Terpsichore in Sneakers: Post Modern Dance 

 by Sally Banes 

 (Houghton Mifflin Co.)
1960～70年 代 に活躍 した前衛 舞踊 家 の一群 に関す

る本。S.フ オル テ ィ, Y.レ イナ ー, D.ゴ ー ドン, M.

モ ン ク他 の 人物像 と舞 踊が 深 く堀 りさげ られ, R.ア

レ クサ ンダー の写 真が具 体 的理解 を深め る上 に重要

な役割 を果 して い る。 黙ポス ト ・モ ダ ン ・ダンス"と

い うタイ トルで 出版 され た こ とが注 目され る。

Mimes on Miming 

 ed. by Bani Rolfe 

 (Panjandrum Books)
古代 ギ リシアか ら現 代 に至 る まで のマ イム に関連

す る論 文 が60余 編収 め られ て いる。 例 えば ノヴ ェー

ル, ゴス ラー, ワイ ドマ ン, エ ン ター ズ, マ ル ソー, 

チ ャプ リン な ど。

Dance and Mime 
 ed. by S. Braun & J. Kitching 

 (Films Association, Inc.)
ア メ リカ とカナ ダで製 作 され たダ ンス フ ィルム の

リス ト。1100本 をこ える ビデ オ と16ミ リフ ィルムが

リス トア ップ され て いる。1974年 の 第一版 に新 し く

700本 が加 え られ た。 種 類 はバ レエ, モ ダ ン ・ダ ン

ス, 人類学, エ スニ ッ 久 フ オー 久 儀 式 ・宗 教, 

ジ ャズ, タ ップ, ソー シ ャル, セ ラピー な ど。

Movement and Educational Dance for Children 

 by Rosamund Shreeve 

 (Plays, Inc.)
小 ・中学 生の ダンス指 導 に役立 つ本。"課 題"略 質
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問"略 ダ ンス"に 分 け た授業 内容, ・授 業案 毎 に主 要 点

を解 説 した 図解, また詩, 物語 り, 彫刻, 自然, 動

物, 季節 の 出来事 な どの教 材一・覧。 大 胆 でア イデ ィ

ア に満 ちた本づ くりが され て い る。

First Steps in Teaching Creative Dance 
to Children 

 by Mary Joyce 
 (Mayfield)

小 学生 の ための ダ ンス学 習書。 初 歩的 ・基 本 的段

階 に重 点 が置 かれ, 創作 ダンス経 験 の ない学 級担 任

に最適 の 本 であ る。 創造 的動 きの背景 にな って い る

理 論, 授業 は いか に展 開 され るか, ア イデ ィア は ど

の よ うに動 きにな って い くか な どが解 説 され て い る。

各授業 毎 にね らい(例 えば'方 向 とテ ン ポ")や 方 法

(例 えば"ス トップ ・ゴー ・ゲー ム"を 使 ってな ど)

が 具体 的 に示 され てい る。

The Pilates Method of Physical and 

Mental Conditioning 
 by P. Friedman & G. Eisen 

 (Doubleday )
JosephPilatesの 身心矯 正 法の紹 介。 非 常 に高度

な内容(瞑 想, 精神集 中, 呼 吸法)が 中心 に な って

い るの で, 熟練 者や 熟練教 師用 とい える。 写真 を駆

使 して練 習課 題 を明確 に して い る。

Body Movement: Coping with the Environment. 

 by I. Bartenieff with D. Lewis 

 (Gordon & Breach)
著 者 はア メ リカにお け るラバ ン研 究の 権威 者 であ

り, 本書 は, 著者 の研 究過程 と成果 を詳 述 した専 門

書 であ る。 しか し単 に論 理 的 内容 展 開 に と どま らず1

フ ィジカル ・セ ラ ピス トとして の実 践か ら得 た 身体

運動 の重 要性 を具体 的 に示 し, また ダ ンス ・セ ラ ピ
ー にお いてエ フ ォー ト ・クォー リテ ィが 患者 との意

志疎 通 にいか に役 立 ったか な どを例証 して い る。 ラ

バ ン研 究 の発 展史 に もふ れ て いる。

Body Code, The Meaning in Movement 
 by W. Lamb & E. Watson 

 (Routledge & Kegan Paul)
表現 行動 学 ともいえ る本 であ る。 人間 の表現 行動

と性格 に 関す る共著 者 たち の研 究 成果 が, イラス ト

を使 って平 易 に書か れ てい る。例 えばW.Lambは, 

人間 の動 きを観 察す る枠 組 を打 ち立て, posture と

gestureの 相 違 を明 らか に しなが ら, 人 間 は個 々 にP

GM(posture・gesture merging)ス タイル をもって

い る とい う結論 を導 び きだ してい る。

著者W.Lambは イギ リスに おけ る ラバ ン研 究 の権

威 者 であ り, "Action Profiling"と い う性格 分析 法

を開発 してい る。E.Watsonは ベ テ ランの ソー シ ャ

ル ・ワー カー で, 社 会 学や行 動 学 関係 の出版 社 を経

営 して い る。

Instant Fitness: How to Stay Fit and Healthy 
in Six Minutes a Day 

 by Nicholas Kounovsky 
 (Paragon Books)

1日6分 間で健康と体力を維持する方法を紹介し

ている。体力自己診断テス トと体力の鍛練法が, 机, 

椅子, 戸口, タオルなどを利用して, 日常空間の中

で手軽にできる具体的事例によって示されている。

Aerobic Dancing 
 by J. Sorenson with B. Bruns 

 (Rawson, Wade)
今 はや りのエ ア 口ビ クス をダ ンスに応 用 した もの。

酸素 を体 内 にい れて若 返 るダ ン スの紹介。 著者 が, 

エ ア ロビ ッ ク ・ダ ンス ・ク ラス で実 践 して 成功 した

事 例 が, 写真 に よ って分 りやす ぐ示 されて い る。 彼

女 の方法 は ジ ョギ ング ・ダン ス といっ た もので, -ま

ず ウ ォー ミン グ ・ア ップ で始 ま り, つ ぎに ポ ピュ ラ
ー な音楽 に振付 け た ダンス ・ナ ンバ ー を踊 り, 最 後

に呼 吸 を整 える運動 を行 う。社会 体育 の場 な どに活

用 で きる。

To dance in Human: A Theory of Nonverval 
Communication 

 by J. Lynne Hanna 

 (Univ. of Texas Press)
著者 は, 過 去 の文化 人 類学 が舞 踊 をな いが しろに

して きた点 を指摘 し, 文化 全般 との関連 か ら舞 踊 を

把握 し よ うとして いる。 舞 踊 に関す る文 化 人類 学の

先行 研 究(Lomax, Mead, Birdwhistellら の)を 引用

しなが ら, 舞 踊 と社会 ・文 化パ ター ン との 関連, 宗

拳 と舞 踊, 政 治的儀 式 ・行動 と舞 踊につ いて考 察 し, 

南 ア メ リカや ア フ リカにみ られ る具体 的事 例 を示 し

て い る。 舞 踊か ら人間行 動 にア プ ロー チ しよ う とす

る研 究姿 勢が 評価 で きる。

(片 岡康 子)
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昭和55年度 舞踊学関係修士論文一覧
 ※1.大 学院名50音 順

 2.昭 和56年3月 末 日現在 ・返答大学 院15校

学会活動報告
*6月7日(土)舞 踊学会紀要 『舞踊学』第3号 を発行。

*6月7日 出8日(日)玉 川大学ほかにおいて昭和55

 年度総会ならびに第9回 舞踊学会春季大会を開催。

 第1日(玉 川大学礼拝堂)

 レクチュアデモンストレーション予定の張義根氏

 が事情により出国不可能になり中止。
○ポーランドの国際演劇学会報告

 早稲田大学教授 郡司 正勝
○玉川大学所蔵児童舞踊の映画上映。

 特別講演 足のはたらき

 京都大学教授 近藤 四郎

○シンポジウム 日本の児童舞踊を考える

 玉川大学教授 岡 田 陽

 お茶の水女子大学教授 松本千代栄

 舞踊家 芙二三枝子

 舞踊評論家 桜井勤(司会)
○総会一事業報告 ・会計報告 ・監査報告 ・役員改選。

 〔理事〕 石福恒雄 ・市川雅 ・柿沢充 ・川口

 千代 ・郡司正勝 ・上林澄雄 ・近藤英男 ・桜井

 勤 ・鳥越文蔵 ・花柳千代 ・松本千代栄 ・目代

 清 ・山田敦子

 〔監査〕 柴崎四郎 ・横道萬里雄

 理事の互選により, 会長に郡司正勝 を選出, 

 得票順により, 副会長に松本千代栄 ・石福疸

 雄を会長より委嘱。

 懇親会

 第2日(東 京 赤坂 ・黛ビル4F)

 見学 黛節子(舞 踊家) 綾子舞他

 坂下幸男(日 本ヨーガ・アシュラム会員)

 ボディ ・トレーニング(ヨ ガ)

*7月5日 出 第11回理事会。幹事5名(石 井一躬, 

 板谷徹, 香山知子, 平野英俊, 丸茂祐佳), 編集委

 員7名(石 福恒雄, 市川雅, 川口千代, 上林澄雄, 

 鳥越文蔵, 松本千代栄, 目代清), 編集幹事3名(板

 谷徹, 柴真理子, 平野英俊)を 選出。
*11月15日 出16日(日)十文字学園女子短期大学におい

 て第10回舞踊学会秋季大会を開催。

 第1日(十 文字学園女子短期大学第4棟3下新1教室)
○研究発表

 舞踊用語に関する研究(III) 松本千代栄

 厚 母 宗 子

 桑 原 和 美

 佐々木昌代

 感情語刺激に伴 う 平井タカネ

 表現運動の空間特性について 畑 野 裕 子

 教育舞踊における

 運動主題記譜法の応用(II) 堀 野 三 郎

 ダンス指導における一考察(2) 大 島 敏

 富田美智代
 三反崎康子

 日本と欧州における 片 岡康 子
 踊狂の比較舞踊論的考察 一 柳 智 子

 近代舞踊芸術におけるディレッタン

 ティズムの果した役割について 丸 子 睦 美

 相互作用を目的とする
 Creation Workの 試み 葵: 妖 子

 デニショーン時代 片 岡康 子

 山 田敦 子

 抽象舞踊の意味 上 林 澄雄

 懇親会

 第2日(第1日 に同じ)
○研究発表

 舞踏的遊戯にみられる教育理想一明 松本千代栄

 治期における舞踏の史的考察(II)香 山知 子

 舞踊教育の問題点について 近 藤 英 男

 舞踊の動作分析から得るもの 富士波雄三

 長唄地における娘形作品の技法的研究 丸 茂 祐 佳

 所作事の成立とやつしの思想 板 谷 徹

 加治木の太鼓踊りの特異な芸態 吉 川 周 平
○特別講演(十文字学園女子短期大学体育館)

 身体表現の考え方と実際

 鈴木忠志及び早稲田小劇場劇団員
*11月16日(日)編 集委員会(十文字学園女子短期大学)

*1月17日 仕)第12回 理事会 (早稲田大学大隈会館)

*2月25日(ホ) 編集委員会 (早稲田大学大隈会館)

 巻頭論文投稿の選考。

(第9回 舞踊学会実行委員一岡田陽, 今尾哲也, 上原輝男)

(第10回舞踊学会実行委員一相場了, 高橋真琴, 坪倉紀代子)
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